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住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
う

　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

歳入合計
102 億 500 万円

一般会計（歳入）

地方交付税
45億 2,500 万円
44.3％

町税
15億 3,351 万円
15.0％

町債
16億 6,864 万円
16.4％

県支出金
6億 5,698 万円
6.4％

分担金及び負担金
8,610 万円
0.8％

使用料及び
手数料
2億 4,405 万円
2.4％

国庫支出金
4億 8,189 万円
4.7％

諸収入
4億 962 万円
4.0％

繰入金
1億 629 万円
1.0％

寄付金
2,007 万円
0.2％

地方譲与税
1億 1,770 万円
1.2％ 地方消費税

交付金
1億 6,730 万円
1.6％
自動車
取得税
交付金
5,520 万円
0.5％

地方特例
交付金
3,870 万円
0.4％

財産収入
5,455 万円
0.5％

　

平
成
21
年
度
の
主
な
事
業
は
、
山
陰

海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
世
界
認
証
に
向

け
、
関
係
機
関
と
連
携
し
国
内
候
補
地

入
り
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
高

規
格
道
路
「
浜
坂
道
路
」
の
事
業
実
施

に
向
け
、
力
強
く
取
り
組
み
ま
す
。
継

続
事
業
で
は
、
浜
坂
中
学
校
耐
震
補
強

大
規
模
改
造
工
事
、
御
火
浦
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
改
築
工
事
、
県
代
行
事

業
町
道
青
下
花
口
バ
イ
パ
ス
の
完
成
に

あ
わ
せ
た
町
関
連
事
業
を
実
施
し
ま

す
。
新
規
事
業
と
し
て
、
塩
山
灰
子
線

道
路
改
良
事
業
、
井
土
井
谷
線
道
路
新

設
事
業
、
浜
坂
地
域
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

新
し
い
町
を
住
民
一
人
ひ
と
り
が
感

じ
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
う
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
策
定
し
た
「
新

温
泉
町
総
合
計
画
」
の
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
方
向
５
つ
の
政
策
に
沿
っ
て
事
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

人
と
人
と
の
豊
か
な
関
係
づ
く
り

　

自
立
し
た
自
治
体
運
営
の
た
め
「
自

治
基
本
条
例
（
仮
称
）」
の
制
定
を
は

じ
め
、
住
民
が
積
極
的
に
社
会
活
動
に

参
加
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
財
政
の
健
全
化
を
図
る

よ
う
全
庁
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま

す
。
町
民
交
流
バ
ス
事
業
や
海
外
か
ら

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
な
ど
を

通
じ
て
、
連
携
・
交
流
を
促
進
す
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

安
心
な
暮
ら
し
づ
く
り

　

防
災
・
消
防
設
備
等
の
充
実
を
図
り
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、
安
心
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
特

定
健
診
や
が
ん
検
診
を
は
じ
め
と
し
た

予
防
事
業
を
さ
ら
に
充
実
し
、
町
民
が

健
や
か
で
心
豊
か
に
生
活
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
、
高
齢
者
や
障
害
者
等

が
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
、
住
民
の
安
心
と
安
全
が
実
感
で
き
る
町
づ
く
り
を
基
本
に
、
地

方
の
底
力
の
発
揮
に
つ
な
が
る
施
策
を
中
心
に
、提
唱
し
て
お
り
ま
す
４
つ
の
Ｋ（
健

康
・
環
境
・
観
光
・
教
育
）
に
配
慮
し
た
事
業
を
さ
ら
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
た
積
極
的
予
算
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
財
政
運
営
は
依
然
と
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
住
民
の
求
め
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維
持
し
、暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
効
率
的
・

効
果
的
な
行
財
政
の
運
営
を
行
い
ま
す
。

―

平
成
21
年
度
予
算
概
要―

その他
3,940 万円
0.4％
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一般会計（歳出）
　人件費のうち、給料は退職勧奨制
度の活用および退職者の補充抑制に
より総額の削減を図りましたが、共
済費負担率等の増高により人件費全
体では増加することとなりました。
一般行政経費は、全般的に経費の節
減、合理化に努め、必要最小限とし
ました。投資的経費は、将来に渡っ
て住民の満足度を高めることを基準
とし、財源の範囲内で優先順位の高
いものから実施します。主なもの
は、浜坂中学校耐震補強大規模改造
事業、中山間地域総合整備事業、主
要道路整備、消防車両購入事業など
の経費を予算化しました。

一般会計（歳入）
　町税は、地方税制度の改正、固定
資産の評価替えおよび過去の実績を
勘案しました。地方譲与税および交
付金は、地方財政計画に基づき、道
路特定財源の一般財源化により地方
道路譲与税が減収の一方、新たに地
方揮発油譲与税を見込みました。地
方交付税は、新たに創設された地域
雇用創出推進費を、さらに、国庫支
出金では、安心安全な学校づくり（学
校耐震補強事業）に伴う財政支援を
見込みました。

会計別の予算額
（単位：千円）

会　計　名 平成 21 年度予算 前年度対比
一　般　会　計 10,205,000 11.9

特

別

会

計

国民健康保険事業（事業勘定） 1,783,591 2.8
国民健康保険事業（照来診療所施設勘定） 44,401 5.5
国民健康保険事業（八田診療所施設勘定） 42,867 3.9
国民健康保険事業（歯科診療所施設勘定） 63,203 △ 3.0
老人保健事業 5,800 △ 97.2
介護保険事業 1,244,640 7.0
浜坂地区残土処分場事業 48,338 5.9
温泉地区残土処分場事業 20,154 134.2
コミュニティ・プラント事業 109,027 △ 6.4
宅地造成事業 5,698 △ 52.6
簡易水道事業 114,320 354.3
七釜温泉配湯事業 11,858 1.9
下水道事業 1,000,725 △ 0.4
後期高齢者医療 187,116 △ 3.6

計 4,681,738 0.2
公
営
企
業
会
計

浜坂温泉配湯事業 48,559 1.7

水道事業 579,920 16.1
公立浜坂病院事業 1,645,887 △ 6.3

計 2,274,366 △ 1.3

土木費
3億 9,673 万円 3.9％
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歳出合計
102 億 500 万円

総務費
12億 7,203万円
12.5％

一般会計（歳出・目的別）

民生費
18億 428 万円
17.7％

衛生費
8億 6,168 万円
8.4％

労働費
1,194 万円
0.1％

農林水産費
6億 6,162 万円
6.5％

商工費
3億 7,253 万円 3.7％

消防費
4億 3,102 万円
 　　　　 4.2％

教育費
14億 1,277万円
13.8％

公債費
18億 9,863万円
18.6％

諸支出金
9億 4,904 万円
9.3％

予備費
2,500 万円
0.2％

議会費
1億 773 万円
1.1％

こ
こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く
り

　

す
べ
て
の
人
の
差
別
・
人
権
問
題
を

解
消
す
る
た
め
、
人
権
意
識
の
向
上
に

努
め
ま
す
。
教
育
に
お
い
て
は
、
郷
土
に

愛
着
を
持
ち
、
地
域
に
根
ざ
し
た
次
世

代
の
担
い
手
を
育
成
す
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
生
涯
学
習
や
ス

ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
を
通
じ
て
、生
き
が
い・

楽
し
み
・
誇
り
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

豊
か
な
地
域
産
業
づ
く
り

　

商
工
業
の
活
性
化
と
併
せ
、
雇
用
機

会
の
確
保
や
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
農
林
水
産
業
の
振
興
を
図

り
、
自
然
活
用
型
産
業
を
振
興
す
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
、
体
験
交
流
活

動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

住
み
た
く
な
る
環
境
づ
く
り

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
世
界
認
証

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
、
地
域
高

規
格
道
路
「
浜
坂
道
路
」
の
整
備
、
利

便
性
と
快
適
性
の
高
い
「
地
域
交
通
」

整
備
な
ど
、
快
適
な
生
活
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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本
町
は
、
住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、
ま
ち
の
情

報
発
信
を
行
う
事
に
つ
い
て
も
、そ
れ
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

情
報
発
信
の
有
効
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
「
夢
ネ
ッ
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

を
有
効
に
活
用
し
、
よ
り
地
元
に
根
ざ
し
た
番
組
の
制
作
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
今
後
の
自
主
放
送
の
番
組
制
作
に
向
け
た
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

「
参
画
と
協
働
の
情ま

ち
報づ

発く

信り

研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た

　

3
月
30
日
（
月
）、
新
温
泉
町
民
セ

ン
タ
ー
で
「
参
画
と
協
働
の
情
報
発
信

(

ま
ち
づ
く
り)

研
修
会
」
を
開
催
し
、

各
種
委
員
会
委
員
や
職
員
な
ど
約
50
名

が
参
加
し
ま
し
た
。研
修
会
は
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
整
備
さ
れ
た

意
義
や
、
今
後
の
利
活
用
の
可
能
性
等

を
考
え
る
こ
と
を
通
し
て
、
住
民
と
行

政
の
協
働
に
よ
る
情
報
発
信
お
よ
び
新

温
泉
町
の
地
域
情
報
化
を
進
め
て
い
く

目
的
で
開
催
し
ま
し
た
。

▼
ま
ず
、
馬
場
町
長
が
「
情
報
提
供
に

お
い
て
視
覚
に
訴
え
る
媒
体
は
、
あ

ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
効
果
が
大
き

い
。
今
日
の
研
修
会
で
情
報
発
信
の

意
義
を
考
え
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

▼
そ
の
後
、
津
田
正
夫
立
命
館
大
学
産

業
社
会
学
部
教
授
が「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

ア
ク
セ
ス
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
チ
ャ

ン
ネ
ル
」
と
題
し
て
、
ア
メ
リ
カ
を

は
じ
め
、
住
民
が
制
作
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
映
像
を
紹

介
し
な
が
ら
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

「
情
報
市
民
社
会
」
を
目
指
し
て

　

津
田
教
授
は
、
放
送
メ
デ
ィ
ア
に
対

す
る
「
市

※

民
の
ア
ク
セ
ス
の
権
利
と
行

動
に
つ
い
て
」
を
研
究
テ
ー
マ
と
し
て

お
ら
れ
ま
す
。
情
報
化
社
会
に
不
可
欠

な
、
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ク
セ
ス
の
権
利
の

調
査
・
研
究
を
行
い
、
市
民
が
主
体
的
、

理
知
的
に
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
で
き
る
よ

う
な
「
情
報
市
民
社
会
」
を
目
指
し
て

お
ら
れ
ま
す
。

広
が
る
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ク
セ
ス
行
動

　

ア
メ
リ
カ
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
市

民
が
７
０
０
も
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
も
つ

ほ
ど
、
メ
デ
ィ
ア
を
使
い
こ
な
す
能
力

が
高
ま
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

日
本
に
お
い
て
も
、
テ
レ
ビ
放
送
の
デ

ジ
タ
ル
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
の
普

及
な
ど
に
よ
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ク

セ
ス
行
動
が
で
き
る
条
件
が
広
が
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
積
極
的
な
海
外
視
察
を

通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
セ
ス
行
動

の
実
態
と
政
策
的
課
題
を
研
究
し
た
成

果
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

聴
講
者
か
ら
は
「
本
町
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
あ
り
方
」
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
、
津
田
先
生
は
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
こ
う
あ

　

21
世
紀
を
先
導
す
る

　

―
日ブ

ロ

ー

ド

バ

ン

ド
・
タ

ウ

ン

本
海
の
情
報
発
信
の
ま
ち―

を
め
ざ
し
て

※
市
民
と
は･･･

「
一
定
の
区
域
内
に
住

所
が
あ
る
人
び
と
」
を
「
住
民
」
と
い

い
ま
す
。
一
方
、「
市
民
」
に
は
、「
地

方
公
共
団
体
で
あ
る
市
の
区
域
内
に
住

所
が
あ
る
人
び
と
」
と
い
う
「
住
民
」

と
し
て
の
意
味
合
い
と
「
公
の
意
識
を

持
っ
た
人
び
と
」
と
い
う
意
味
合
い
が

あ
り
ま
す
。

　
「
市
民
参
画
」
の
「
市
民
」
と
は
後
者

を
意
味
し
、
施
策
や
方
針
な
ど
の
形
成

過
程
に
参
画
し
て
こ
ら
れ
る
よ
う
な
公

の
意
識
を
持
つ
人
び
と
の
参
画
を
「
市

民
参
画
」
と
い
っ
て
い
ま
す
。

立命館大学産業社会学部
　　　　　　津田正夫教授

▲講演に聞き入る参加者
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る
べ
き
と
い
う
定
義
は
な
い
。
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
が
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

番
組
制
作
を
行
う
べ
き
。
イ
ベ
ン
ト
等

の
話
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
も
良
い
。

ま
た
、
日
常
の
出
来
事
を
伝
え
る
こ
と

だ
け
で
も
意
味
が
あ
る
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
先
進
地
に
お
い
て
も
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
一
度
見
れ
ば

あ
ま
り
見
な
い
。
し
か
し
、
決
し
て
不

必
要
と
い
う
も
の
で
は
無
い
。
ま
ち
の

良
い
と
こ
ろ
な
ど
地
域
の
情
報
を
詳
細

に
発
信
で
き
る
の
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
特
性
で
あ
り
、
災
害
等

の
緊
急
時
に
は
、必
ず
必
要
と
さ
れ
る
」

と
い
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
チ
ャ
ン
ネ

ル
が
地
域
に
与
え
る
影
響
の
大
き
さ
を

述
べ
ら
れ
る
な
ど
、
聴
講
者
と
の
熱
心

な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

放
送
番
組
審
議
会
を 

開
催
し
ま
し
た

　

3
月
30
日
（
月
）
に
新
温
泉
町
民
セ

ン
タ
ー
で
、
有
線
情
報
放
送
施
設
放
送

番
組
審
議
会
を
開
催
し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
「
夢
ネ
ッ
ト
」
の
放
送
番
組
に
つ

い
て
の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

放
送
番
組
へ
の
意
見
に
つ
い
て

　

審
議
会
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

制
作
さ
れ
た
新
温
泉
町
を
紹
介
す
る
番

組
が
、
県
下
17
ヵ
所
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
局
（
視
聴
者
は
１
２
１
万
世
帯
で
、

県
内
総
世
帯
数
の
56
％
）
で
放
送
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
わ
ず
か
な
制

作
費
用
で
、
宣
伝
効
果
の
優
れ
た
こ
の

連
携
体
制
の
さ
ら
な
る
発
展
を
願
う
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
番
組
編
成
の
変
更
に
つ
い
て

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
室
よ
り
提
案
が

あ
り
、
委
員
か
ら
は
地
域
に
密
着
し
た

さ
ら
な
る
番
組
充
実
を
期
待
す
る
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

夢ネット・インターネット 
体験広場を開催します

　

「パソコンに興味がある」「インターネットを体
験したい」など、パソコン未経験者・初心者を
対象に体験会を開きます。
◇と 　 き　4月 28日（火）午前 10時～、
　　　　　　午後 1時 30分～
◇と こ ろ　町民センター　第 3会議室
◇参 加 料　無料
◇募集人員　各10名（定員になり次第締め切り）
　　　　　　※パソコンは主催者で用意します

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
自
主
放
送
が

5
月
よ
り
編
成
変
更

　

主
な
変
更
点
は
、
現
状
放
送
さ
れ
て

い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

の
番
組
の
充
実
を
図
る
た
め
、
番
組
編

成
を
見
直
し
ま
す
。

①
ニ
ュ
ー
ス
番
組
を
1
ヵ
月
か
ら
10
日

間
に
サ
イ
ク
ル
を
早
め
、
情
報
の
多

量
化
・
新
鮮
さ
を
目
指
す
。

②
兵
庫
県
下
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
が

連
携
を
深
め
、
お
互
い
の
情
報
を
定

期
的
に
放
送
す
る
。

③
図
書
館
や
健
康
福
祉
、
農
業
情
報
な

ど
、
行
政
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
新
設

す
る
。

　

委
員
か
ら
は
、「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

を
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
に
活
用
し
て
ほ
し

い
」「
地
域
の
話
題
が
見
え
、
町
民
の

顔
が
見
え
る
番
組
作
り
を
」「
視
聴
者

に
親
し
ま
れ
る
番
組
作
り
を
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
情
報
化
と
光
フ
ァ
イ
バ
ー

の
敷
設
は
必
須
。
今
後
の
町
づ
く
り
に

期
待
し
た
い
」と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
室

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
２
０
８
０

▲放送番組審議会の様子
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「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
っ
て

　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
国
連
組
織
で
あ
る
「
ユ
ネ
ス
コ
」

の
支
援
の
も
と
、
平
成
16
年
に
誕
生
し

た
も
の
で
、
現
在
、
世
界
17
ヵ
国
が
加

盟
し
て
い
ま
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、「
科

学
的
に
み
て
特
別
に
重
要
で
貴
重
な
、

あ
る
い
は
美
し
い
地
質
遺
産
を
複
数
含

む
一
種
の
自
然
公
園
で
あ
る
」
と
説
明

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
世
界
遺
産
」
と
「
ジ
オ

パ
ー
ク
」
の
違
い
は

　
「
世
界
遺
産
」
は
主
に
保
護
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
が
、「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
は

自
然
遺
産
を
保
護
し
な
が
ら
、
そ
れ
を

　

京
都
府
、
兵
庫
県
、
鳥
取
県
の
三
府
県
と
三
市
三
町
の
行
政
、
民
間
で
組
織
す
る
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
は
、
わ

が
国
初
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
証
を
目
指
し
て
、
平
成
19
年
７
月
か
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
昨
年
７
月
に
は
、
国
内

か
ら
山
陰
海
岸
の
ほ
か
、
洞
爺
湖
有
珠
山
（
北
海
道
）、
糸
魚
川
（
新
潟
県
）、
室
戸
（
四
国
）、
島
原
半
島
（
長
崎
県
）
が
立
候

補
し
ま
し
た
。
昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
で
は
、
残
念
な
が
ら
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
国
内
候
補
地
の
３
ヵ

所
に
は
選
ば
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
12
月
に
開
催
さ
れ
た
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
で
山
陰
海
岸
は
、
ア
ポ
イ
岳

（
北
海
道
）、
南
ア
ル
プ
ス
（
長
野
県
、
静
岡
県
）
な
ど
国
内
七
地
域
の
一
つ
と
し
て
、「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
回
こ
そ
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
、
国
内
候
補
地
に
向
け
、
推
進
協
議
会
を
中
心
に
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い

き
ま
す
。

　

山
陰
海
岸
を
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
！

▼ジオパーク関係機関の相関
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教
育
や
研
究
、
科
学
の
普
及
さ
ら
に
は

観
光
に
よ
る
地
域
振
興
な
ど
に
活
用
す

る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の

地
質
的
な
特
徴

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
範
囲
は
、

山
陰
海
岸
国
立
公
園
を
中
心
に
経
ヶ
岬

（
京
都
府
京
丹
後
市
）
か
ら
湖
山
砂
丘
西

端
の
白
兎
海
岸
（
鳥
取
県
鳥
取
市
）
ま

で
東
西
約
１
１
０
㎞
、
南
北
最
大
約
30

㎞
で
す
。
こ
の
地
域
は
、
日
本
列
島
が

ア
ジ
ア
大
陸
の
一
部
で
あ
っ
た
時
代
の

岩
石
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
地
質
や

地
形
が
確
認
で
き
る
貴
重
な
海
岸
で
す
。

①
地
質
の
多
様
性

　

ア
ジ
ア
大
陸
の
一
部
で
あ
っ
た
約

７
０
０
０
万
年
前
か
ら
日
本
海
の
拡

大
が
終
わ
っ
た
今
日
ま
で
の
岩
石
、
地

層
が
海
岸
で
見
ら
れ
る

②
地
形
の
多
様
性
（
砂
丘
海
岸
と
岩
石

海
岸
）

　

わ
が
国
を
代
表
す
る
砂
丘
（
久
美
浜

湾
、
小
天
橋
、
鳥
取
砂
丘
）
や
リ
ア

ス
式
海
岸
（
香
住
海
岸
、
但
馬
御
火

浦
、
浦
富
海
岸
）

③
地
球
科
学
史
上
貴
重
な
発
見
（
松
山

逆
磁
極
期
の
発
見
）

　

玄
武
岩
の
名
前
の
由
来
と
な
っ
た
玄

武
洞

④
火
成
活
動
の
影
響
を
受
け
た
豊
富
な

温
泉
資
源

　

日
本
海
形
成
時
以
降
の
火
成
活
動
の

影
響
を
受
け
た
温
泉
が
数
多
く
点
在

　

玄武洞

鳥取砂丘

（約 7000 万年前）
アジア大陸の一部であった日本列島

（約 1万 8000 年前）
現在の日本列島の形

　

こ
れ
ら
の
身
近
で
貴
重
な
地
質
遺
産

の
国
際
的
な
認
知
度
を
高
め
、
住
民
が

地
域
に
理
解
と
愛
着
を
も
っ
て
生
活
す

る
と
共
に
、
そ
の
こ
と
を
通
し
て
環
境

保
全
や
教
育
的
活
動
、
地
場
産
業
の
振

興
、
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
観
光
振
興
）

な
ど
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
三
府
県
の
住
民
や
行
政
が
、
連
携

し
て
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
か
ら
、シ
リ
ー
ズ
で
、ジ
オ
パ
ー

ク
と
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
が
目
指
す

も
の
、
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
、
他

地
域
の
事
例
、
地
質
遺
産
の
活
用
な
ど

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
を
わ
か
り

や
す
く
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課　

企
画
政
策
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

湯村温泉

出典：岩波新書発行「日本列島の誕生（平朝彦著）」

▼日本列島誕生のプロセス
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子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
申
請
に
つ
い
て

　

本
町
で
は
、
３
月
中
旬
に
、
子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
対
象
者
に
申
請
書
を
発
送

し
、
３
月
19
日
か
ら
受
付
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
申
請
書
が
届
い
た
方
で
ま
だ
申
請

を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
本
人
確
認
書
類
、
振
込
先
口

座
の
通
帳
の
コ
ピ
ー
等
を
、
同
封
し
た
返
信
用
封
筒
（
切
手
は
不
要
で
す
）
に
封
入

し
、
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
方
で
対
象
と
な
る
方
な
ど
、
何
か
気
に
な
る
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
担
当
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

子
育
て
応
援
特
別
手
当
は
、
平
成
20

年
10
月
30
日
に
決
定
さ
れ
た
「
生
活
対

策
」
の
一
環
で
す
。

　

多
子
世
帯
の
幼
児
教
育
期
の
負
担

に
配
慮
す
る
観
点
か
ら
、
平
成
20
年
度

限
り
の
措
置
と
し
て
、
幼
児
教
育
期

の
第
2
子
以
降
の
子
ど
も
1
人
あ
た
り

3
万
6
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

▼
基
準
日

　

平
成
21
年
2
月
1
日
に
新
温
泉
町
に

住
民
登
録
、
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る

方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
平
成
21
年
2

月
2
日
以
降
に
新
温
泉
町
に
転
入
さ
れ

た
方
は
、
転
入
前
の
市
町
村
で
申
請
手

続
き
を
行
い
、
支
給
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

▼
支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も

　

平
成
20
年
度
に
お
い
て
小
学
校
就
学

前
3
年
間
に
属
す
る
子
、
す
な
わ
ち
、

平
成
14
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
17
年
4

月
1
日
ま
で
の
間
の
生
ま
れ
で
あ
っ

て
、
第
2
子
以
降
で
あ
る
子
ど
も
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

※
第
2
子
の
判
定
は
、
生
年
月
日
が
平

成
2
年
4
月
2
日
以
後
の
子
ど
も
の

中
か
ら
年
齢
順
に
第
1
子
、
第
2
子

と
数
え
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

※
対
象
と
な
る
子
ど
も
と
第
1
子
が
別

居
し
て
い
る
と
き
は
、
同
じ
方
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
す

の
で
、
申
請
の
際
に
医
療
保
険
の
被

保
険
者
証
の
写
し
な
ど
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

※
外
国
人
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
登
録

原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。（
不
法
滞
在
者
及
び

短
期
滞
在
の
在
留
資
格
を
除
く
）。

▼
申
請
期
限

　

平
成
21
年
9
月
19
日
（
土
）

※
お
忘
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
申
請
を
辞

退
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
受
付
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
期
限

内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
申
請
に
あ

た
っ
て
、
役
場
の
職
員
ま
た
総
務
省
の

職
員
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ（
現
金
預
入
払
機
）

に
誘
導
し
た
り
、
暗
証
番
号
を
尋
ね
る

こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た

手
数
料
な
ど
の
振
り
込
み
を
求
め
る
こ

と
も
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

※
申
請
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、

送
付
の
申
請
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

福
祉
課　

こ
ど
も
未
来
係 

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
０
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借
り
受
け
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に

運
行
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
運
行
日

　

６
月
末
ま
で
の
毎
週
土
・
日
・
祝
日

▼
周
遊
コ
ー
ス

　

湯
村
温
泉
発
（
午
前
11
時
30
分
）
→

七
釜
温
泉
→
浜
坂
駅
→
浜
坂
港
（
午

後
０
時
20
分
）【
遊
覧
船
に
接
続
】

→
岩
美
駅
→
岩
井
温
泉
→
湯
村
温
泉

→
県
立
但
馬
牧
場
公
園
→
湯
村
温
泉

→
浜
坂
駅
着
（
午
後
４
時
15
分
）

▼
バ
ス
料
金

　

大
人
３
０
０
円
～
１
千
円

　
（
小
人
は
半
額
）

▼
遊
覧
船
料
金

　

大
人
１
６
０
０
円
（
小
人
は
半
額
）

▼
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
５

　

兵
庫
Ｄ
Ｃ
は
、
４
月
１
日
～
６
月
30

日
ま
で
、
県
内
各
地
で
多
彩
な
特
別
企

画
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
本
町
で
は
「
山

陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
と
岬
め
ぐ
り
高
原

バ
ス
」
と
題
し
、
昭
和
40
年
製
の
レ
ト

ロ
な
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
を
岩
美
町
か
ら

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
や
提
言
、
情
報
を
反
映
し
て
新
温
泉
町
住
民
参
画
と
協
働

の
推
進
指
針
を
策
定
し
ま
す
。
指
針
（
案
）
を
公
表
し
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
や
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

提
出
い
た
だ
い
た
意
見
等
は
協
働
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
検
討
し
、
指
針
策
定
後

に
そ
の
結
果
と
意
見
に
対
す
る
町
の
考
え
方
を
公
表
し
ま
す
。

▼
提
出
期
間　

４
月
９
日
（
木
）
～

　

22
日
（
水
）
必
着

▼
提
出
方
法

　

企
画
課
ま
た
は
総
合
支
所
振
興
課
へ

の
持
参
、
郵
便
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、

電
子
メ
ー
ル

※
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
上
、
意
見
や

情
報
を
記
載
く
だ
さ
い
。（
様
式
は

自
由
で
す
）

◇
電
子
メ
ー
ル

　

kikaku@
tow
n.shinonsen.hyogo.jp

▼
公
表
資
料

①
指
針
策
定
の
前
提

②
住
民
参
画
と
協
働
の
推
進
指
針（
案
）

▼
公
表
資
料
の
入
手
方
法

　

企
画
課
ま
た
は
総
合
支
所
振
興
課
に

備
え
付
け
て
い
ま
す

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.tow

n.shinonsen.
hyogo.jp

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

 

新
温
泉
町
住
民
参
画
と
協
働
の
推
進
指
針
（
案
）

　
　
　
　

に
つ
い
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

▲住民参画と協働の推進指針（案）

　

兵
庫
県
と
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
が
４
月
か
ら
始
め
る
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
あ
い

た
い
兵
庫
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
兵
庫
Ｄ
Ｃ
）」
が
県
下
で
一
斉

に
実
施
さ
れ
ま
す
。
本
町
で
は
、
昔
懐
か
し
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
と
但
馬
海
岸
遊
覧

船
を
利
用
し
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
海
岸
美
と
、
県
立
但
馬
牧
場
公
園
高
原
な

ど
主
な
観
光
地
を
訪
れ
て
い
た
だ
く
企
画
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

 

あ
い
た
い
兵
庫
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
と
岬
め
ぐ
り

▲ボンネットバスと但馬海岸遊覧船
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学
生
の
み
な
さ
ん
は
「
学
生
納
付

特
例
」
の
手
続
き
も
忘
れ
ず
に

　

国
民
年
金
制
度
に
は
、「
学
生
納
付

特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
学
生
納
付

特
例
制
度
を
ご
希
望
の
方
は
、
忘
れ
ず

に
手
続
き
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
者　

大
学
（
大
学
院
）・
短
大
・

高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修

学
校
・
各
種
学
校
な
ど
に
在
籍
す
る

学
生

▼
所
得
の
基
準
額　

学
生
本
人
の
前
年

所
得
１
１
８
万
円
以
下
（
扶
養
親
族

等
が
い
る
場
合
は
、
そ
の
数
に
応
じ

て
加
算
さ
れ
ま
す
）

▼
承
認
期
間　

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま

で
の
学
生
で
あ
る
期
間

▼
申
請
方
法　

お
住
ま
い
の
市
区
町
の

国
民
年
金
担
当
窓
口
に
、
年
金
手
帳

及
び
学
生
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き

る
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
学
生
納
付
特
例
を
承
認
さ
れ
た
場
合

で
、
翌
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予
定

の
場
合
は
、
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上

旬
に
か
け
て
、
社
会
保
険
庁
か
ら
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
２

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

　

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
は
、
国
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
加
入
の
種
類
は
、
自
営
業
者
や

学
生
な
ど
の
第
１
号
被
保
険
者
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
者
で
あ
る
第
２
号

被
保
険
者
、
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
（
収
入
が
一
定
額
を
超

え
な
い
人
）
で
あ
る
第
３
号
被
保
険
者
の
三
種
類
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
本
人

や
配
偶
者
の
就
職
・
転
職
、
結
婚
な
ど
の
人
生
の
節
目
に
は
国
民
年
金
の
種
別
が
変

わ
る
こ
と
が
あ
り
、
種
別
変
更
等
の
手
続
き
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
手
続
き
は
忘
れ
ず
に
！

　

手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
、
万
が
一
、

病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

や
、
亡
く
な
っ
た
場
合
に
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
な
く

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
が
変
わ
っ
た
際
に
は
忘
れ
ず

に
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

▼国民年金の手続きは忘れずに！
こんなときには手続きが必要です 被 保 険 者

の種別 手続き先

学生やフリーターなど、厚生年
金や共済組合に加入していない
人が 20歳になったとき

第１号
市区町の
窓口

第２号被保険者に扶養されてい
る配偶者が 20歳になったとき

第３号
配偶者の
勤務先

配偶者が就職し、第２号被保険
者に扶養されるようになったとき

第１号
→第３号

配偶者の
勤務先

60 歳になる前に、会社などを
退職したとき

第２号
→第１号

市区町の
窓口

会社などを退職し、第２号被保
険者である配偶者に扶養される
ようになったとき

第２号
→第３号

配偶者の
勤務先

配偶者が退職し、第２号被保険
者に扶養されなくなったとき 第３号

→第１号
市区町の
窓口

パート収入が 130 万円を超え
たときなど、配偶者の扶養から
外れるようになったとき

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名
町道畑ヶ平線道路
修繕工事

岸田 施工延長 L=70m 3,360,000
平成 21年 3月 9日～
　平成 21年 3月 31日

尾﨑建設㈱

町道居組 17 号線
他 3路線道路修繕
工事

居組 施工延長 L=15.7m 2,782,500
平成 21年 3月 7日～
　平成 21年 3月 31日

㈱三島組

（平成 21年 2月 16日～平成 21年 3月 15日契約分）
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同
施
設
は
、
従
来
ま
で
地
区
で
使
用

し
て
い
た
公
民
館
の
老
朽
化
も
あ
り
、

平
成
17
年
ま
で
営
業
が
行
わ
れ
て
い
た

公
衆
浴
場
の
跡
地
に
建
設
さ
れ
ま
し

た
。建
物
は
木
造
瓦
葺
の
平
屋
建
て
で
、

36
畳
の
大
広
間
や
会
議
室
、
大
人
数
で

料
理
が
で
き
る
調
理
実
習
室
も
備
え
て

い
ま
す
。
入
り
口
に
は
ス
ロ
ー
プ
も
設

置
さ
れ
る
な
ど
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配

慮
し
た
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

式
典
で
は
、
馬
場
町
長
が
「
こ
の
施

設
は
旧
公
衆
浴
場
の
跡
地
で
も
あ
り
、

皆
さ
ん
が
集
う
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
。

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
を

な
す
施
設
と
し
て
末
永
く
活
用
し
て
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
式

典
終
了
後
、祝
賀
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
こ
の
施
設
は
、
七
釜
区
が
指
定

管
理
を
行
い
ま
す
。

▼
完
成
年
月
日

　

平
成
21
年
２
月
27
日

▼
延
床
面
積

　

１
４
７
・
92
㎡

▼
事
業
費

　

３
０
５
６
万
９
５
０
０
円

　

平
成
20
年
10
月
か
ら
整
備
を
進
め
て
い
た
集
会
施
設「
七
釜
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」

が
完
成
し
、
３
月
12
日
（
木
）、
同
施
設
で
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
元
住
民

と
関
係
者
約
１
０
０
人
が
集
ま
り
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
う
な
ど
新
し
い
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
施
設
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

  

新
た
な
地
域
交
流
拠
点

　

七
釜
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
完
成

▲完成した七釜ふれあいセンター

施
設
概
要

　

３
月
25
日
（
水
）、
居
組
保
育
所
で
卒

園
式
が
行
わ
れ
、
最
後
の
卒
園
生
と
な

る
３
人
が
園
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。
そ

の
後
、
閉
園
式
が
行
わ
れ
、
昭
和
28
年

の
開
園
以
来
、
延
べ
９
２
４
人
の
園
児
が

卒
園
し
、
55
年
の
歴
史
に
幕
を
降
ろ
し

ま
し
た
。
式
に
は
先
生
や
地
元
関
係
者
、

保
護
者
な
ど
約
50
人
が
参
加
し
、
園
児

全
員
で
手
話
を
交
え
た
お
遊
戯
を
披
露

し
、
参
加
者
と
と
も
に
慣
れ
親
し
ん
だ

保
育
所
と
の
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　

３
月
27
日
（
金
）
に
は
、
赤
崎
へ
き

地
保
育
所
で
最
後
の
卒
園
式
・
閉
園
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
保
育
所
は
、
昭

和
33
年
に
開
設
さ
れ
て
以
来
、
50
年
間

で
延
べ
３
５
３
人
の
園
児
を
送
り
出
し

ま
し
た
。
閉
園
式
終
了
後
に
は
、
園
庭

に
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
、
地
域
の
心
の

よ
り
所
と
し
て
長
く
愛
さ
れ
た
保
育
所

の
閉
園
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　

今
後
、
両
保
育
所
は
地
域
の
公
民
館

と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

浜
坂
地
域
の
幼
稚
園
・
保
育
所
が
、
４
月
か
ら
認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行
す
る
こ
と

に
伴
い
、
長
い
歴
史
の
中
で
多
く
の
卒
園
生
を
送
り
出
し
て
き
た
居
組
保
育
所
、
赤

崎
へ
き
地
保
育
所
で
最
後
の
卒
園
式
・
閉
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

地
域
の
保
育
所
に
お
別
れ

　

居
組
保
育
所
・
赤
崎
へ
き
地
保
育
所
閉
園
式▲赤崎へき地保育所最後の卒園式

▲居組保育所で閉園の記念品を
受け取る園児
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温
泉
総
合
支
所
長

▼
支
所
長
兼
振
興
課
長
兼
住
民
福
祉
課

長
兼
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
館
長　

馬
場

正
男
（
支
所
長
兼
振
興
課
長
兼
住
民
福

祉
課
長
兼
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
館
長
兼

産
業
建
設
課
長
）

総
務
課

▼
副
課
長
兼
人
権
推
進
室
長　

中
村
光

春
（
社
会
教
育
課
副
課
長
兼
加
藤
文

太
郎
記
念
図
書
館
長
）
▼
人
権
推
進
室

課
長
補
佐
兼
文
化
会
館
長　

清
水
吉
晴

（
上
下
水
道
課
課
長
補
佐
兼
水
道
経
理

係
長
）
▼
行
政
係
長　

中
井
勇
人
（
行

政
係
長
兼
行
政
改
革
推
進
係
長
）
▼
行

政
改
革
推
進
係
長　

朝
野
繁
（
主
査
）

▼
主
査　

寺
田
俊
道
（
税
務
課
主
査
）

企
画
課
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
室
）

▼
参
事
兼
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
室
長

　

三
谷
満
男
（
学
校
教
育
課
参
事
兼
浜

坂
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）

税
務
課

▼
徴
収
係
長　

尾
崎
井
千
老
（
上
下
水

道
課
水
道
施
設
係
長
）
▼
主
査　

山
根

学
（
健
康
課
主
査
）
▼
主
事　

藤
村
歩

美
（
総
務
課
主
事
）

町
民
課

▼
主
事　

松
岡
一
孝
（
企
画
課
主
事
）

健
康
課

▼
課
長　

小
谷
庄
司
（
公
立
浜
坂
病
院

事
務
長
兼
経
理
係
長
兼
介
護
老
人
保
健

施
設
さ
さ
ゆ
り
事
務
長
）
▼
課
長
補
佐

兼
国
保
年
金
係
長　

中
田
剛
志
（
国
保

年
金
係
長
）
▼
主
事　

中
村
真
紀
（
税

務
課
主
事
）

照
来
診
療
所　

八
田
診
療
所

▼
照
来
診
療
所
長
兼
八
田
診
療
所
長　

茶
谷
徳
行
（
照
来
診
療
所
長
）

歯
科
診
療
所

▼
所
長　

山
本
剛
志
（
採
用
）

福
祉
課

▼
こ
ど
も
未
来
係
長　

石
原
千
津
子

（
児
童
係
長
）
▼
准
看
護
師
［
要
介
護

認
定
調
査
担
当
］　

伊
森
美
佐
枝
（
公

立
浜
坂
病
院
准
看
護
師
）▼
看
護
師［
要

介
護
認
定
調
査
担
当
］　

田
村
か
づ
子

（
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
師
）

ユ
ー
ト
ピ
ア
浜
坂

▼
課
長
補
佐
兼
館
長　

藤
和
篤
則
（
人

権
推
進
室
課
長
補
佐
兼
文
化
会
館
長
）

浜
坂
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
副
課
長
兼
所
長　

上
田
裕
子
（
浜
坂

幼
稚
園
長
）

浜
坂
認
定
こ
ど
も
園

▼
所
長
兼
浜
坂
保
育
園
長　

谷
口
惠
子

（
浜
坂
保
育
所
園
長
兼
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
長
）
▼
次
長
兼
浜
坂
幼
稚
園
長

　

田
畑
由
美
子
（
温
泉
幼
稚
園
主
任
教

諭
）
▼
総
括
主
任
保
育
士
兼
主
任
教
諭

　

下
田
満
子
（
浜
坂
保
育
所
主
任
保
育

士
）
▼
主
任
保
育
士
兼
主
任
教
諭　

寺

谷
洋
子
（
温
泉
保
育
園
主
任
保
育
士
）

▼
同　

山
木
真
澄
（
赤
崎
へ
き
地
保
育

所
主
任
保
育
士
）▼
同　

楠
田
早
苗（
浜

坂
幼
稚
園
主
任
教
諭
）
▼
同　

藤
本
裕

子
（
居
組
保
育
所
主
任
保
育
士
）
▼
同

　

西
村
美
幸
（
浜
坂
保
育
所
主
任
保
育

士
）▼
保
育
士
兼
教
諭　

北
村
恭
子（
浜

坂
保
育
所
保
育
士
）

大
庭
認
定
こ
ど
も
園

▼
所
長
兼
大
庭
保
育
園
長　

平
田
眞
智

子
（
大
庭
保
育
所
園
長
）
▼
次
長
兼
大

庭
幼
稚
園
長　

松
崎
よ
り
子
（
温
泉
幼

稚
園
主
任
教
諭
）
▼
総
括
主
任
保
育
士

兼
主
任
教
諭　

大
岸
摩
利
子
（
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
主
任
保
育
士
）
▼
主
任

教
諭　

中
嶋
恵
子
（
浜
坂
幼
稚
園
主
任

教
諭
）
▼
主
任
保
育
士
兼
主
任
教
諭　

谷
口
初
江（
大
庭
保
育
所
主
任
保
育
士
）

▼
同　

加
藤
邦
江
（
大
庭
保
育
所
主
任

保
育
士
）
▼
保
育
士
兼
教
諭　

小
林
三

奈
子
（
大
庭
保
育
所
保
育
士
）

　
　
　

４
月
１
日
付
け
定
期
人
事
異
動

　

地
方
分
権
を
推
進
す
る
た
め
、
経
営
感
覚
と
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
町
政
運
営
の
実

現
を
図
る
た
め
の
異
動
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
多
様
な
住
民
ニ
ー
ズ
に
迅
速
・
的
確

に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
総
合
的
行
政
・
行
財
政
改
革
の
着
実
な
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

組
織
改
革
と
し
て
「
認
定
こ
ど
も
園
設
置
に
伴
い
、
福
祉
課
に
担
当
副
課
長
を
置

く
と
と
も
に
、『
児
童
係
』
を
『
こ
ど
も
未
来
係
』
に
改
称
し
少
子
化
対
策
の
推
進
を

図
る
」「
病
院
組
織
の
再
編
成
を
図
り
、
改
革
プ
ラ
ン
の
実
行
・
推
進
を
図
る
」
こ
と

と
し
ま
し
た
。
以
下
、
４
月
１
日
付
け
定
期
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
任
、
氏
名
、
旧
任
の
順
）
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ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
次
長
兼
温
泉
幼
稚
園
長　

馬
場
恵
子

（
温
泉
幼
稚
園
総
括
主
任
教
諭
）
▼
温

泉
幼
稚
園
総
括
主
任
教
諭　

上
原
夏
美

（
温
泉
幼
稚
園
主
任
教
諭
）
▼
温
泉
幼

稚
園
主
任
教
諭　

井
上
清
美
（
浜
坂
幼

稚
園
主
任
教
諭
）

商
工
観
光
課

▼
課
長
補
佐
兼
地
域
振
興
係
長　

中
井

一
久
（
地
域
振
興
係
長
）
▼
主
査　

高

橋
啓
一
（
町
民
課
主
査
）

農
林
水
産
課

▼
参
事
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長　

中
村
和
夫
（
参
事
兼
畜
産
係
長
兼
農
業

委
員
会
事
務
局
次
長
）
▼
課
長
補
佐
兼

水
産
係
長　

山
本
一
則
（
税
務
課
課
長

補
佐
兼
徴
収
係
長
）
▼
畜
産
係
長　

森

田
忠
浩
（
商
工
観
光
課
主
査
）

建
設
課

▼
課
長
兼
用
地
係
長
兼
浜
坂
公
共
建
設

残
土
処
分
場
管
理
事
務
所
長　

田
中
茂

（
課
長
兼
浜
坂
公
共
建
設
残
土
処
分
場

管
理
事
務
所
長
）
▼
課
長
補
佐
兼
管
理

係
長　

山
本
輝
之
（
管
理
係
長
）

上
下
水
道
課

▼
課
長
補
佐
兼
水
道
経
理
係
長　

西
村

昌
則
（
福
祉
課
課
長
補
佐
兼
ユ
ー
ト
ピ

ア
浜
坂
館
長
）
▼
課
長
補
佐
兼
水
道
施

設
係
長　

松
岡
清
和
（
課
長
補
佐
兼
下

水
道
施
設
係
長
）
▼
下
水
道
施
設
係
長

　

井
上
陽
一（
農
林
水
産
課
水
産
係
長
）

公
立
浜
坂
病
院

▼
事
務
長
兼
介
護
老
人
保
健
施
設
さ
さ

ゆ
り
事
務
長　

仲
村
秀
幸
（
総
務
課
副

課
長
兼
人
権
推
進
室
長
）
▼
経
理
係
長

　

松
岡
宏
典
（
主
査
）

介
護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り

▼
准
看
護
師　

松
尾
す
み
え
（
公
立
浜

坂
病
院
准
看
護
師
）
▼
同　

藤
原
雅
子

（
公
立
浜
坂
病
院
准
看
護
師
）
▼
介
護

福
祉
士　

池
田
真
奈
美
（
採
用
）
▼
同

　

田
村
篤
彦
（
採
用
）
▼
運
転
手
兼
用

務
員　

福
島
一
夫
（
環
境
セ
ン
タ
ー
運

転
手
兼
作
業
員
）

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

▼
看
護
師　

安
家
英
子
（
公
立
浜
坂
病

院
看
護
師
）
▼
同　

古
西
ひ
さ
子
（
公

立
浜
坂
病
院
看
護
師
）

は
ま
さ
か
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

▼
看
護
師　

村
尾
貴
代
枝
（
公
立
浜
坂

病
院
看
護
師
）

温
泉
総
合
支
所　

振
興
課

▼
税
務
係
長　

吉
田
博
和
（
温
泉
公
民

館
係
長
）
▼
運
転
手
兼
用
務
員　

西
澤

尊
（
総
務
課
運
転
手
兼
用
務
員
）

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

▼
課
長
補
佐
兼
国
保
係
長　

高
松
義
幸

（
振
興
課
課
長
補
佐
兼
税
務
係
長
）

温
泉
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

▼
課
長　

中
井
孝
吉
（
振
興
課
副
課
長

兼
住
民
福
祉
課
副
課
長
兼
産
業
建
設
課

副
課
長
兼
建
設
係
長
）
▼
建
設
係
長　

西
澤
要
（
建
設
課
用
地
係
長
）

出
納
室

▼
課
長
補
佐
兼
出
納
係
長（
支
出
担
当
）

　

田
渕
京
子
（
課
長
補
佐
兼
出
納
係
長

（
収
入
担
当
））
▼
課
長
補
佐
兼
出
納
係

長
（
収
入
担
当
）　

川
西
み
つ
る
（
住

民
福
祉
課
課
長
補
佐
兼
国
保
係
長
）

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

▼
副
課
長
兼
浜
坂
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長　

西
口
和
枝
（
浜
坂
公
民
館
課
長

補
佐
）

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

▼
課
長
兼
浜
坂
公
民
館
長
兼
加
藤
文
太

郎
記
念
図
書
館
長　

山
本
清
孝
（
課
長

兼
教
育
委
員
会
分
室
長
）

浜
坂
公
民
館

▼
課
長
補
佐　

岩
﨑
房
枝
（
出
納
室
課

長
補
佐
兼
出
納
係
長
）

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

▼
課
長
補
佐　

中
村
完
司
（
建
設
課
課

長
補
佐
兼
浜
坂
公
共
建
設
残
土
処
分
場

管
理
事
務
所
長
補
佐
）

教
育
委
員
会
分
室

▼
分
室
長
兼
温
泉
公
民
館
長
兼
生
涯
学

習
係
長　

太
田
洋
二
（
副
分
室
長
兼
温

泉
公
民
館
長
）

温
泉
公
民
館

▼
課
長
補
佐　

宮
脇
美
智
子
（
教
育
委

員
会
分
室
課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
係

長
）

出
向
・
派
遣

▼
ひ
ょ
う
ご
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会　

中
井

達
也
（
振
興
課
主
査
）
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退
職

▼
花
房
辰
雄
（
新
温
泉
町
参
事
）
▼
重

白
啓
司
（
八
田
診
療
所
長
）
▼
安
藤
修

二
（
歯
科
診
療
所
長
）
▼
尾
﨑
さ
よ
子

（
健
康
課
長
）
▼
中
村
み
ど
り
（
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
事
業
室
長
）
▼
岡
田
玲
子
（
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
次
長
兼
温
泉
幼
稚
園

長
）
▼
中
村
良
子
（
赤
崎
へ
き
地
保
育

所
園
長
）
▼
園
邊
千
鶴
子
（
居
組
保

育
所
園
長
）
▼
三
谷
富
美
子
（
福
祉
課

課
長
補
佐
［
要
介
護
認
定
調
査
担
当
］）

▼
大
江
保
廣
（
公
立
浜
坂
病
院
臨
床
検

査
技
師
）
▼
西
川
重
子
（
温
泉
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
主
任
給
食
調
理
員
）
▼
山

西
和
美
（
公
立
浜
坂
病
院
看
護
師
）
▼

池
本
公
子
（
公
立
浜
坂
病
院
看
護
師
）

▼
北
村
里
美
（
公
立
浜
坂
病
院
看
護
師
）

【
新
規
採
用
】

　

４
月
よ
り
、
新
温
泉
町
国
民
健
康
保

険
歯
科
診
療
所
で
勤
務
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
新
温
泉
町
の
た
め
に
少
し

で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
介
護
福
祉
士
と
し
て
働
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
利

用
者
の
方
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
介

護
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
さ
さ
ゆ
り
で
勤
務
す
る
事

に
な
り
ま
し
た
。
介
護
の
プ
ロ
と
し
て

常
に
向
上
心
と
誇
り
を
持
っ
て
、
利
用

者
の
方
々
に
と
っ
て
、
よ
り
良
い
ケ
ア

を
提
供
さ
せ
て
頂
く
よ
う
精
一
杯
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

歯科診療所長
山本　剛志

人
権
擁
護
委
員
に
新
し
く
山
本
緑
さ
ん
（
新
市
）

　

住
民
の
人
権
を
守
る
た
め
、
本
町
で
は
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
６
人
の
委
員
が
、
人
権

相
談
や
各
種
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
び
、
浜
坂
地
域
の
人
権
擁
護
委
員
の
尾
崎

靖
さ
ん
（
久
谷
）
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た

な
委
員
に
山
本
緑
さ
ん
（
新
市
）
が
平
成
21
年

４
月
１
日
付
（
任
期:

平
成
24
年
３
月
31
日
ま

で
）
で
委
嘱
さ
れ
、
神
戸
地
方
法
務
局
豊
岡
支

局
長
よ
り
委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
制
度
と
は

　

こ
の
制
度
は
、
様
々
な
分
野
の
人
た

ち
が
、地
域
の
中
で
人
権
思
想
を
広
め
、

住
民
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に

配
慮
し
、
人
権
を
擁
護
し
て
い
く
こ
と

が
望
ま
し
い
と
い
う
考
え
か
ら
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

毎
月
一
回
（
原
則
、
第
一
水
曜
日 

午
前
９
時
～
11
時
30
分
）
人
権
相
談
日

を
開
設
し
、
地
域
住
住
民
の
人
権
相
談

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。（
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
）

▼
開
設
場
所

◇
浜
坂
地
域　

文
化
会
館

◇
温
泉
地
域　

町
民
セ
ン
タ
ー

　

町
内
の
人
権
擁
護
委
員
さ
ん
は
次
の

方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

▼
浜
坂
地
域

　

池
田　

重
廣
（
田
井
）

　

細
川　

泰
俊
（
居
組
）

　

山
本　

緑　
（
新
市
）

▼
温
泉
地
域

　

井
上　

慶
子
（
飯
野
）

　

郷
司　

正
静
（
前
）

　

中
井　

邦
壽
（
湯
）　

▼
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
人
権
推
進
室
（
文
化
会
館
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
３
２
８ 山本　緑さん

介護老人保健施設ささゆり
介護福祉士

池田　真奈美

介護老人保健施設ささゆり
介護福祉士
田村　篤彦
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―

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き―

　

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

本
町
は
、
住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
本
誌
に

隔
月
（
奇
数
月
）
で
「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
」
を
掲
載
し
、
皆
さ
ま
か
ら

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
（
提
案
お
よ
び
要
望
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
２
名
の
方
か
ら
３
件
の
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
提
案

と
そ
の
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。
な
お
、
ご
提
案
い
た
だ
い
た
文
章
は
、
編
集
の
都
合

で
一
部
修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
、
年
２
回
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
３
回
目
以
降

に
つ
い
て
は
個
別
回
答
と
し
ま
す
。

新
温
泉
町
の
資
源
を
有
効
に

活
用
し
、
農
業
に
活
路
を

　

今
、
改
め
て
新
温
泉
町
の
農
業
を

見
直
す
時
期
が
来
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。
天
然
資
源
が
無
い
と
言
わ
れ
る

日
本
で
す
が
、
幸
い
に
し
て
新
温
泉

町
に
は
、
厳
し
く
も
美
し
い
四
季
、

豊
富
な
水
源
、
豊
か
な
土
壌
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
源
を
有
効
に
活

用
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
新
温
泉
町
の

生
き
る
道
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
（
内
山　

岡
田
実
）

　

ア
イ
デ
ア
投
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た

課
題
は
、
新
温
泉
町
の
農
業
活
性
化

を
図
る
上
で
重
要
課
題
と
考
え
て
い
ま

ア
ル
ミ
缶
等
の
回
収
機
械
の

設
置
を

　

ス
ー
パ
ー
な
ど
に
「
ア
ル
ミ
缶
な

ど
を
投
入
す
る
と
ポ
イ
ン
ト
が
入

る
」
機
械
を
設
置
し
た
ら
良
い
と
思

い
ま
す
。
そ
う
ゆ
う
の
何
回
も
見
た

事
が
あ
っ
て
、
エ
コ
に
も
な
る
し
、

ポ
イ
ン
ト
も
た
ま
っ
て
い
い
な
あ
と

思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
30
代　

男
性
）

　

ス
ー
パ
ー
な
ど
に
設
置
し
て
あ
る
空

き
容
器
回
収
機
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事

業
者
が
エ
コ
へ
の
取
り
組
み
と
し
て

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
ポ
イ

ン
ト
制
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
付
加
価

値
を
高
め
、
顧
客
の
増
加
を
目
指
し
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

町
と
し
ま
し
て
は
、
地
域
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
子
ど
も
会
な
ど
が
行
う
資
源
ご
み
集

団
回
収
事
業
へ
の
助
成
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
後
、
機
械
設
置
に
協
力

い
た
だ
け
る
小
売
店
等
の
掘
り
起
こ
し

に
取
り
組
み
、
と
も
に
環
境
美
化
並
び

に
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
町
民
課
長　

阪
本
晴
良
）

す
。
本
町
に
お
い
て
は
、
地
産
地
消
に

よ
る
「
み
か
た
直
売
ネ
ッ
ト
」
に
参
加

す
る
各
朝
市
直
売
所
の
生
産
者
お
よ
び

生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
農
産
物
、

加
工
品
の
普
及
、
販
売
推
進
、
さ
ら
に

生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、
安
全
安
心

な
少
数
多
品
目
に
よ
る
付
加
価
値
を
高

め
た
商
品
開
発
な
ど
、
消
費
者
と
の
交

流
を
通
じ
て
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
意
見
の
と
お
り
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
（
農
林
水
産
課
長　

石
原
孝
行
）

住
民
や
次
世
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
、
農
業
や
農
環
境
の
重

要
な
役
割
の
周
知
を

　

私
た
ち
の
食
を
支
え
て
い
る
農
地

は
、
食
料
の
生
産
基
盤
で
あ
る
と
と

子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
食
育
は
、
心

身
の
成
長
お
よ
び
人
格
の
形
成
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

健
全
な
心
と
身
体
を
培
い
豊
か
な
人
間

性
を
育
ん
で
い
く
重
要
な
役
割
を
有
し

て
い
ま
す
。

特
に
、
地
域
や
学
校
で
の
農
業
体
験

は
、
自
然
の
恩
恵
や
「
食
」
に
関
わ
る

感
謝
の
気
持
ち
、
ま
た
農
環
境
が
地
域

産
業
の
活
性
化
に
繋
が
る
こ
と
へ
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
全
国
的
課
題
と
し
て
、
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
得
て
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
通
じ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ご
意
見
の
と
お
り
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
（
農
林
水
産
課
長　

石
原
孝
行
）

も
に
、
水
源
涵
養
な
ど
の
多
面
的
機

能
を
備
え
て
お
り
、
農
地
を
守
る
こ

と
が
自
給
率
の
ア
ッ
プ
や
環
境
保
全

に
つ
な
が
り
ま
す
。
最
近
は
、
世
界

的
に
食
料
争
奪
の
様
相
を
呈
し
て
お

り
、
食
料
の
安
定
供
給
の
た
め
農
地

の
確
保
の
重
要
性
は
高
ま
る
一
方
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
住
民
や
次
世

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
農
業
・

農
村
・
農
地
の
重
要
な
役
割
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
新
温
泉
町
の
肝
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
（
内
山　

岡
田
実
）
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加藤文太郎
記念図書館

「4月のおすすめの本」
ご案内

午後の音楽
小池真理子　著／集英社

感性が一致した本当に理解し合える異
性に出会えることは、ほとんど奇跡に
近いかもしれない。そしてその相手が、
妹の夫だったとしたら…。人生の後半
で出会った《本当の恋》を音楽を奏で
るようにさわやかに描いた珠玉の物語。

幸福は幸福を呼ぶ
宇野千代　著／海竜社

幸福になりたいと意識し、日々その思い
を口に出したり行動に移していくと、幸
福を呼ぶことができる。心の在り方や人
とのかかわり方など、『いきいきと暮ら
すコツ』を 98歳で亡くなった、生きる
ことの達人であった宇野千代に学ぶ本。

西日本厳選！公共の宿ベストガイド
　シルフ　著／メイツ出版

海の幸・山の幸を堪能できる食事、日
の出を望む美しい景色、大自然に囲ま
れた山峡の秘湯など、一度は行ってみ
たい西日本の公共の宿をアクセスデー
タから見どころや楽しみどころまで分
かりやすくカラー写真で紹介したガイ
ドブック。

おつきさまのやくそく
いとうひろし　著／講談社

ひとりぼっちで留守番していると、お
月さまが遊びにきてくれました。お月
さまと遊んでいると、なんだか不思議
な心がぽかぽかする時間が流れていき
ました…。やさしい月の光に癒される
気持ち良さと、父と息子の心の交流を
描いたお話。

かいてんずし　だいさくせん
平田　景　絵／講談社

母ちゃんの留守の昼ごはん、父ちゃん
に回転寿司に連れて行ってもらうこと
になったあきらは、父ちゃんと男の約
束をする。「模様のある皿は取らないこ
と！」父ちゃんとあきらの楽しい回転
寿司大作戦はいかに！？

  

おはなし会  　　　　　　    
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

『たこやきようちえん』他
◆と 　き　4月25日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

『やさいのおしゃべり』他
◆と 　き　5月9日（土）午後2時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

移動図書館車巡回日の変更  
◇第１水曜日（居組方面）
　5月 6日→ 5月 12日（火）

休館日のお知らせ　　　　      

＊リクエストや予約したい本があり
ましたらお気軽にお問い合わせく
ださい。
＊利用者カードの作成を希望される
方は、免許証や保険証など本人確
認できるものをご持参ください。

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（4月号） 16

5 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

4 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

は休館日
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広報しんおんせん（4月号）

ＪＡたじま浜坂朝市婦人会が「近畿農政局長賞」を受賞

　地産地消推進活動支援事業を実施し、特に地域で
個性を活かし創造的かつ将来性がある団体として
「ＪＡたじま浜坂朝市婦人会」（岡本清子代表、会員
35 名）を町が推薦した結果、近畿農政局より局長
賞に選定され、３月 18 日（水）、京都市内で受賞
式が行われました。
　また、3月 25 日（水）には、馬場町長への報告
会が行われ、「受賞は国から認められたということ。
これを励みに頑張ってほしい」と激励しました。
　岡本会長は「受賞は会員のおかげ。今後も新商品
や加工品に取組んでいきたい」と今後の抱負を語り
ました。
　審査での評価は第一に、朝市の軸として初代楠田
泰子会長の 44年間の功績と「仲良しグループ」と
してまとめたこと。第二に昔ながらの親切で優しい
おばちゃんが店番をしてアットホームな雰囲気で
「顔が見え、会話ができる交流販売」をしているこ
と。第三に野菜講習会、勉強会、視察、役員会を行
う年間活動計画の充実していること。第四にサービ
スデー、盆・正月市を行う他、かに祭り、農協まつ

 

代
理
投
票 

　

選
挙
人
が
病
気
・
け
が
な
ど
の
身
体

の
故
障
又
は
視
覚
の
障
害
に
よ
り
、
自

ら
投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
等
を
記

載
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
次

の
よ
う
に
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

投
票
所
の
投
票
管
理
者
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

↓

　

投
票
管
理
者
が
投
票
を
補
助
す
る
者

２
人
を
選
任
し
ま
す
。

　
　
　
　

↓

　

そ
の
１
人
に
選
挙
人
の
指
示
す
る
候

補
者
の
氏
名
等
を
記
載
さ
せ
、
他
の
１

人
を
こ
れ
に
立
ち
合
わ
せ
ま
す
。

　
　
　
　

↓

　

最
後
に
選
挙
人
に
記
載
内
容
の
確
認

を
し
て
い
た
だ
き
投
票
箱
へ
と
投
函
し

ま
す
。

　

平
成
21
年
中
に
、
た
く
さ
ん
の
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
選
挙
管
理
委

員
会
か
ら
選
挙
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
投
票
の
際
、
投
票
所
に
行
け
て
も
、
文
字
を
書
く
こ
と
が
困
難
な
方
に
、

ご
利
用
い
た
だ
け
る
制
度
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

点
字
投
票 

　

選
挙
人
が
目
の
不
自
由
な
場
合
は
、

点
字
器
を
使
用
し
て
点
字
に
よ
る
投
票

が
で
き
ま
す
。

　

投
票
所
の
投
票
管
理
者
に
申
し
出

て
、
専
用
の
投
票
用
紙
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　

点
字
器
・
点
字
記
載
さ
れ
た
候
補
者

の
氏
名
掲
示
等
も
必
要
に
応
じ
て
お
渡

し
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

新
温
泉
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
（
総
務
課　

行
政
係
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
１

 

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
④

り等、地元イベント参加により地域密着活動を行っ
ていること。第五に、新規後継者の誘導を行ってい
ることなど、高い評価を受けました。
　行政としても、今後一層関係機関と連携を持ち、
住民のみなさんと協力して地産地消活動を行い、地
域活性化につなげていきたいと考えています。

―問い合わせ―
農林水産課　農政係

℡（０７９６）８２‐５６２６

▲受賞会場にて（前列左から 4人が受賞者の皆さん）
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まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 21年 3月 24日現在

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

広報しんおんせん（4月号）

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）
㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 1,800～ 2,000
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 不問 720～1,000

㈱マル海渡辺水産
販売店員

不問 750～1,000フロアースタッフ
調理補助

㈱隆栄水産
ウェーター、
ウェートレス 不問 800～ 950
販売補助 800～1,100

ミネル㈱ 英会話講師及び
学習指導講師 不問 1,400～ 2,000

㈱白バラドライ 包装、プレス仕上
げ、ルート配送等 不問 900～1,000

㈱マルワ渡辺水産 水産物の加
工員 不問 720～ 850

ゴダイ㈱ 販売 不問 720～ 800
㈱エコール鳥取 塾講師 不問 1,500～ 2,000
㈱コメリ
中四国地区本部 販売員 不問 750～ 800

（温泉地域）

㈱井筒屋 布団敷き 不問 800
客室係 1,300

㈱寿荘 客室係 不問 750～1,500
洗浄係 720～1,000

アイケー電機㈱
湯村工場

電気機械
器具製造 不問 750～ 850

㈱たむら 接客及び
厨房補助 不問 750～ 800

㈱御やどゆもと 業務全般、
フロント全般 不問 750～ 850

㈱とみや旅館 客室係 不問 1,000～ 1,300
㈱コメリ
中四国地区本部 販売員 不問 760～ 800
医療法人社団良和会
湯村温泉病院

正看護師 不問 1,200～ 1,400准看護師

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）
ゴダイ㈱ 薬剤師 不問 270～ 465
㈱マル海渡辺水産 営業 64以下 180～ 300
日清医療食品㈱
近畿支店

調理員 不問 133～ 146
栄養士 144～ 176

㈱隆栄水産
営業 59以下 190～ 300
販売管理 59以下 190～ 270
販売員 40以下 180～ 260

特定医療法人杏風会
浜坂七釜温泉病院

看護師 不問 180～ 215
看護補助者 62以下 138

㈲福田建機 建設機械
整備 不問 155～ 205

㈱マルワ渡辺水産
事務員 59以下 145～ 200
水産加工員 59以下 130～ 200
運転手兼
工場管理補助 59以下 180～ 300

㈲アートライフタニタ 営業販売 40以下 170
㈱メフォス　米子事務所 栄養士業務 不問 145～ 180
浜坂温泉保養荘 フロント 不問 146～ 166

（温泉地域）

㈱みよしや旅館 客室係 61以下 205～ 245
フロント 145～ 255

㈱御やどゆもと 客室係 59以下 198
㈱井筒屋 客室係 60以下 231～ 256
㈱寿荘 客室係 59以下 176～ 220
医療法人社団良和会
湯村温泉病院

正看護師 不問 182～ 207准看護師
森田歯科医院 歯科衛生士 不問 150～ 185
総本家　栃泉 菓子製造 62以下 130

　３月４日（土）、但馬長寿の郷で開催された「こころ
豊かな美しい但馬推進会議研修会」で、本町井土地区い
ずみ会が、くすのき賞を受賞しました。
　くすのき賞は、ボランティア活動を通じ人との連携を
図り、こころ豊かな地域社会づくりに貢献し、その功績
が優れている団体に贈られる賞です。井土地区いずみ会
は現在８名で活動しており、地域の関係団体と連携を図
りながら、健康づくりのための食生活改善実践活動を
行っています。食の健康運動推進リーダーとして、幼児
やその保護者を対象とした食育実践活動を通じ、幼児か
らの正しい食生活の定着を地域ぐるみで取り組み、また
町民文化祭などでも幅広く活動されています。

▲井土地区いずみ会のみなさん

井土地区いずみ会が「くすのき賞」を受賞
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農
業
委
員
会
情
報
№
38―

平
成
21
年
度
農
作
業
等
標
準
料
金
及
び
標
準
小
作
料
改
定
に
つ
い
て

広報しんおんせん（4月号）

　

平
成
21
年
度
農
作
業
等
標
準
料
金
と
標
準
小
作
料
を
次
の
と
お
り
定
め
ま
し
た
。

た
だ
し
、
こ
の
料
金
は
あ
く
ま
で
も
標
準
と
な
る
も
の
で
す
の
で
、
双
方
の
話
し
合

い
で
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

（単位：円）
作　業　区　分 金　　額 備　考

農作業日給 （実働８時間、技術作業は別料金） 8,000 
10 アール当り
整備田 左記以外

耕うん

１回目 7,000 8,000
２回目（２番すき） 5,000 6,000
代かき 9,000 10,000
湛水あらしろ同時 13,500 16,000
ディスク耕うん 7,000 8,000

機械田植え 8,000 9,400 補植は含まない
農薬散布（パイプダスターによる機械防除） 2,000 3,000 農薬代は別

刈取作業

バインダー作業
（刈倒し・紐代含） 9,000 10,000 倒伏並びに湿

田は２割～５
割増
すみ刈含まず。
委託者立会

コンバイン作業 21,000 23,000
脱穀作業（ハーベスタ）
1日 8時間 15,000

あぜぬり（機械作業で 1ｍ当り） 100  

育　　苗
（１箱当り）

硬化苗 661（運賃 89円別）ＪＡに準ず
る（予約外
は別料金）

緑化苗 556（運賃 89円別）
発芽苗 420（運賃 63円別）

乾燥（生籾・コンバイン袋） 14,000（10ａ当たり）1袋 700 円
籾摺り（30㎏） 500
※整備田とは、最近基盤整備された四角形のほ場をいいます。
※この料金は、あくまで標準となるものですから、ほ場の形状，土質、進入
　難易度等により画一的に決定できませんので、当事者双方の話し合いで調
　整してください。

平成 21 年度新温泉町農作業等標準料金（消費税込）

（単位：円）

農地の区分 小作料の標準額 備　考（１０ａ当たり）

田 浜坂地域 8,000 ただし、水稲の作付けの場合とし、ほ場未整備田等条件の良く
ない場合や、転作等水稲以外の作付けの場合については、貸し
手及び借り手双方の間で別途協議するものとする。

温泉地域 8,000
畑 定めない

※ この標準小作料は、平成 21年４月１日以降に支払われるべき小作料について適用します。

◆問い合わせ　農業委員会　℡（０７９６）８２－５６２６

新温泉町標準小作料（消費税込）

▼
作
り
方

①
青
ね
ぎ
は
ゆ
で
て
２
～
３
㎝
の
長
さ

に
切
る
。

②
調
味
料
を
す
り
鉢
に
入
れ
て
よ
く
す

り
混
ぜ
、
ゆ
で
た
ほ
た
る
い
か
と
①

を
入
れ
て
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

　

★
ほ
た
る
い
か
の
ぬ
た

◆材料（４人分）
・ほたるいか
　（ゆでたもの）・・ 20 尾
・青ねぎ・・・・・  12 本
・みそ・・・・・大さじ 3
・砂糖・・・・・大さじ 2
・酢・・・・・・大さじ 2
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　岸田川と田君川が合流する河川敷で、3月 16日（月）、
浜坂南小学校児童 1～ 5年生約 70人が、サケの稚魚を
放流しました。
　同校では、環境学習の一環として5年生が中心となり、
岸田川漁協から提供を受けた 500 個の卵を校内で育て
ました。この日は、児童たちが育てた 5㌢程に成長した
稚魚と、同漁協が育てた稚魚合わせて約 50万匹が放流
され、稚魚は勢い良く泳いでいきました。稚魚は産卵の
ため、3～ 4年後には川に戻ってくるということです。

新温泉町文化協会会員交流会
　会員相互の交流と本町の芸術文化の創造、発展に寄与
することを目的として、3月 14（土）、15（日）に「新
温泉町文化協会会員交流会」（新温泉町文化協会主催）
が浜坂多目的集会施設で開催されました。
　2日間通して、会員が制作した絵手紙や写真、盆栽、
短歌などの作品の展示が行われました。15日にはお茶
席のほか、大正琴の演奏や舞踊、コーラスなど幅広い分
野の舞台発表が行われ、会場からは大きな拍手が送られ
るなど、観客を楽しませていました。

元気に迎える百寿の祝い
　満 100 歳を迎えた𠮷川シズエさん（浜坂）の長寿を
祝福するため3月 29日（日）、馬場町長、中井社会福祉
協議会会長、すこやかクラブ連合会田中副会長らが𠮷川
さん宅を訪れ、銅版の祝い状、祝い品などを贈りました。
　この事業は、満 100 歳の誕生日を迎えられた方へ、
長寿のお祝いとして行っています。𠮷川さんは、音楽が
一番の楽しみだそうで、音楽を聴いたり、びわの演奏も
されるそうです。また、毎朝５時に起床し、声を出して
お経を唱える事も、長寿の秘訣だと語っておられました。

　上山高原で進められているブナやススキ草原の保全・
復元などの自然再生事業についての現状を報告するモニ
タリング報告会が、3月 22 日（日）、上山高原ふるさ
と館で行われました。
　日本イヌワシ研究会や神戸大学など、同高原の調査な
どに取り組んでいる関係団体が出席しました。報告会で
は、今回の調査ではイヌワシが出現しなかったことや、
ススキ草原の復元状況の指標となるチョウやクモの生息
状況の変化などが報告されました。

上山高原モニタリング報告会

H21（2009）.4.9

広報しんおんせん（4月号）

浜坂南小学校サケの稚魚放流
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　畜産講習会

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（4月号）

　但馬牛の生産振興を推進するため毎年行っている「畜
産講習会」が 3月 6日（金）、県立但馬牧場公園で開催
されました。今回の講習会では、県立農林水産総合技術
センターの福島護之氏を講師に迎え「但馬牛の改良の方
向」と題した講演が行われ、今後の但馬牛の改良点につ
いて説明しました。参加した和牛飼育農家や畜産関係者
は熱心に耳を傾けていました。

第１０回夢ホール歌声広場

浜坂東小学校連だこ上げ

　町民の健やかな心身の育成を図り、地域グループ活動
を促進することを目的として、3月 8日（日）「第 3回
新温泉町バスケットボール大会」（新温泉町体育協会主
催）が浜坂体育センター体育館で開催されました。
　大会には 6団体が参加し、2つのリーグに分かれて予
選を行い、予選リーグの勝者で決勝を行いました。選手
らは日ごろの練習の成果を発揮し、パスやドリブルなど
スピード感あふれるプレーや、ゴール下では激しい攻防
を繰り広げるなど白熱した試合が行われました。

第３回新温泉町バスケットボール大会

　3月 1日（日）と8日（日）に夢ホールで夢ホールステー
ジオペレーター主催の「第 10回夢ホール歌声広場」が
開催されました。1日に行われた予選大会では、町内外
から 55名が参加し、そのうち 20名の実力者が 8日の
決勝大会に勝ち進みました。
　決勝大会では、参加者らはドレスや和服など歌う曲に
合わせた衣装を身にまとい、自慢の歌声を披露しました。
また、鳥取市出身の演歌歌手、高垣宏美さんのミニコン
サートも行われました。

　浜坂東小学校で 3月 9 日（月）、４年生以上の児童
44人が連だこ上げに挑戦しました。
　この取り組みは、町内在住の田中瑞穂さんが子どもた
ちに夢を持って大きく羽ばたいて欲しいという願いを込
め、毎年子どもたちにたこ作りとたこ上げを指導してい
るものです。子どもたちは「夢」「希望」「仲間」などそ
れぞれの思いや目標を書いたたこを作りました。児童た
ちは一斉に助走をつけると、たこは風にあおられながら
空高く舞い上がりました。
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H21（2009）.4.9

ご
案
内

広報しんおんせん（4月号）

お
知
ら
せ

「第 10 回全日本かくれんぼ大会」参加者募集
　湯村温泉街を舞台に誰もが楽しめる〝かくれんぼ〟
の大会です。500 人の「おに」が、隠れた 200 人の「隠
れ人」を見つけ出し、奉行所まで連行します。
◇と　き　６月 14日（日）午前 9時 30分～
◇ところ　湯村温泉街
◇主　催　全日本かくれんぼ協会
◇内　容　・〝おに〟で参加
　　　　　　湯村温泉街のエリア内に隠れた　　　　
　　　　　　〝隠れ人〟を探し出します。
　　　　　　（対象者）町外在住者に限る
　　　　　　（参加費）大人 2,000 円、小人 1,000 円
　　　　　・〝隠れ人〟で参加
　　　　　　（対象者）中学生以上
　　　　　　（参加費）1,500 円
　　　　　※「おに」「隠れ人」ともに定員になり
　　　　　　次第締め切ります。

―問い合わせ―
全日本かくれんぼ協会

（事務局：温泉総合支所振興課）
　℡（０７９６）９２‐１１３１㈹

清
水
春
野
絵
画
展

▼
と
き　

４
月
11
日（
土
）～
29
日（
水
）

▼
と
こ
ろ　

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

▼
内
容　

町
内
在
住
の
清
水
春
野
さ
ん

の
水
彩
画
、
パ
ス
テ
ル
画
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

▼
展
示
数　

約
30
点

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

「
愛
の
献
血
」
の
実
施
に
つ
い
て

日
本
精
機
宝
石
工
業
㈱
会
場

◇
と
き　

４
月
21
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

Ｊ
Ａ
た
じ
ま
農
協
浜
坂
支
店
会
場

◇
と
き　

４
月
21
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

※
献
血
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い

※
保
険
証
や
運
転
免
許
証
な
ど
身
分
証

明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ

　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
「
す
こ
や
か
～
に
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
２
９
４
０

公
立
浜
坂
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
耳
鼻
咽
喉
科
外
来
の
休
診
に
つ
い
て

　

４
月
21
日
以
降
の
火
曜
日
の
午
後
の

外
来
診
察
は
学
校
等
の
検
診
の
た
め

休
診
と
な
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
ご
了
承
下
さ
い
。

※
検
診
事
業
終
了
後
再
開
の
予
定
で

す
。
再
開
す
る
際
は
あ
ら
た
め
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
整
形
外
科
外
来
の
診
察
日
に
つ
い
て

　

整
形
外
科
外
来
は
火
曜
日
か
ら
木
曜

日
の
ほ
か
に
次
の
期
日
に
診
察
を
お

こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◇
４
月
17
日
（
金
）　

吉
矢
医
師

◇
５
月
１
日
（
金
）　

福
西
医
師

◇
５
月
15
日
（
金
）　

森
山
医
師

※
い
ず
れ
も
兵
庫
医
科
大
学
応
援
医
師

に
よ
る
診
察
と
な
り
ま
す
。

▼
お
願
い

　

時
間
外
の
受
診
は
必
ず
電
話
で
確
認

の
う
え
、
午
後
９
時
ま
で
に
診
療
が
終

わ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

公
立
浜
坂
病
院

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
６
１
１
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山火事に注意しましょう
　山火事の発生しやすい季節となりました。山火事
のほとんどは火の取り扱いの不注意によるもので
す。あぜ焼きなどをするときは消防署に届出をし、
消火準備を整えてから行いましょう。また、空気が
乾燥しているときや、風の強いときはやめましょう。

「見直そう　森の恵みと　火の始末」
豊かな自然を火災から守りましょう。
◆問い合わせ　美方広域消防本部
　　　　　℡（０７９６）９２‐０１１９

上
下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

下
水
道
使
用
料
の
減
免
申
請
に
つ
い
て

　

浜
坂
地
域
の
一
般
住
宅
お
よ
び
温
泉

地
域
の
地
下
水
や
山
水
を
使
用
し
て
い

る
一
般
住
宅
の
世
帯
員
の
中
で
、
住
民
票

が
あ
っ
て
も
進
学
や
単
身
赴
任
、
施
設

入
所
な
ど
で
長
期
に
わ
た
り
不
在
の
方

に
つ
い
て
は
減
免
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

◇
来
庁
の
際
は
、「
印
鑑
」「
不
在
者
の

現
住
所
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
」
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◇
減
免
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
が
、
４
月
分
使
用
料
か
ら
減
免
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
４
月
16
日（
木
）

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
減
免
申
請
は
年
度
ご
と
の
更
新
制
と

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度
も
引

き
続
き
減
免
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

新
た
に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◇
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
減
免
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
の
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
21
年
度
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

整
備
事
業
補
助
制
度
に
つ
い
て

　

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
に

つ
い
て
、
平
成
21
年
度
も
引
続
き
補
助

制
度
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
地
域
及
び
補
助
限
度
額
に
つ
い
て

は
、
次
の
通
り
と
な
り
ま
す
の
で
設
置

を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
役
場
に
相

談
し
、
補
助
制
度
を
ご
活
用
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
地
域　

温
泉
地
域

▼
補
助
限
度
額

◇
５
人
槽　
　
　

３
５
２
，
０
０
０
円

◇
６
～
７
人
槽　

４
４
１
，
０
０
０
円

下
水
処
理
場
及
び
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
及
び

上
水
道
施
設
の
回
転
灯
点
灯
に
つ
い
て

　

下
水
処
理
場
及
び
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン

プ
、
上
水
道
施
設
が
機
器
故
障
に
よ
り

回
転
灯
が
点
灯
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
回
転
灯
の
点
灯
を
見
か
け
た
ら

役
場
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

清
掃
訪
問
の
悪
質
な
勧
誘
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

下
水
道
排
水
設
備
の
点
検
、
清
掃
を

口
実
に
、
業
者
が
個
人
宅
を
訪
問
し
高

額
な
料
金
を
請
求
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。「
役
場
の
紹
介
で
来
た
」
な
ど
と

偽
り
、
役
場
の
指
導
や
法
律
の
義
務
が

あ
る
か
の
よ
う
に
説
明
す
る
な
ど
、
手

口
は
様
々
で
す
。

　

役
場
で
は
、
個
人
宅
の
排
水
設
備
の

点
検
や
清
掃
に
つ
い
て
、
断
り
な
く
業

者
を
派
遣
、
紹
介
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
個
人
で
も
出
来
る
簡
単
な
作
業

で
も
あ
り
、
万
一
、
点
検
、
清
掃
が
必

要
な
時
は
工
事
施
工
さ
れ
た
業
者
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
そ
の
よ
う
な
業
者
が
訪
問
し

て
き
た
場
合
、
役
場
に
ご
連
絡
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課　

下
水
道
経
理
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
４

　

温
泉
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１
㈹

「
青
い
鳥
郵
便
は
が
き
」

無
償
配
布
の
お
知
ら
せ

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２
級
ま
た

は
療
育
手
帳
Ａ
判
定
を
お
持
ち
の
方

に
、
郵
便
は
が
き
を
無
料
で
差
し
上
げ

ま
す
。（
一
人
に
つ
き
20
枚
）

▼
受
付
期
限　

６
月
１
日
（
月
）
ま
で

▼
申
込
方
法　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
療
育
手
帳
を
持
参
の
上
、
郵
便
局

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
、

郵
送
で
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

郵
便
事
業
㈱
豊
岡
支
店

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
０
２
６
０
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心
配
ご
と
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

4月15日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 町内全域を対象

社会福祉協議会　温泉支部
TEL（0796）92-1866

4月22日（水） 午後1時30分～ 4時 役場 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0796）82-1071

身
障
相
談

期　日 時　間 場　所 内　容 問い合わせ

4月15日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0796）92-1866

4月16日（木） 午後1時30分～ 3時30分 社会福祉協議会 
浜坂支部（二日市） 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部

TEL（0796）82-1071

平
成
21
年
産
水
稲
共
済
の

単
位
当
た
り
の
共
済
金
額

　

水
稲
共
済
で
は
、
被
害
に
あ
っ
た
際

に
補
償
さ
れ
る
１
㎏
当
た
り
の
補
償
金

額
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

低
い
金
額
を
選
択
す
る
と
、
被
害
に

あ
っ
た
時
に
支
払
わ
れ
る
共
済
金
が
少

な
く
な
り
、
十
分
な
補
償
が
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
み
か
た
で
は
、
被
害
に

あ
っ
た
際
に
十
分
な
補
償
が
受
け
ら
れ

る
最
高
額
で
の
加
入
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
最
高
額
（
２
２
０
円
）

を
選
択
す
る
場
合
に
は
手
続
き
が
不
要

と
な
り
ま
す
。

※
損
害
防
止
事
業
助
成
金
の
助
成
額
が

選
択
さ
れ
る
単
位
当
た
り
共
済
金
額

に
応
じ
て
少
な
く
な
り
ま
す
。

◇
最
高
額
（
２
２
０
円
）
を
選
択
す
る

場
合
に
は
手
続
き
は
不
要
で
す
が
、
単

位
当
た
り
共
済
金
額
を
選
択
す
る
場
合

に
は
、
５
月
31
日
（
日
）
ま
で
に
「
農

作
物
（
水
稲
）
共
済
単
位
当
た
り
共
済

金
額
個
人
選
択
申
出
書
」
を
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
み
か
た
（
美
方
郡
広
域
事
務
組
合
）

に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
み
か
た

　
（
美
方
郡
広
域
事
務
組
合
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
２
４
１
０

小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

更
新
申
請
手
続
き
の
開
始
に
つ
い
て

　

現
在
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、

平
成
21
年
８
月
１
日
以
降
も
引
き
続
き

交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
更
新
申
請

を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
21
年
度
よ
り
健
康
福
祉

事
務
所
が
統
合
再
編
さ
れ
、
申
請
窓
口

が
豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
に
変
更
に
な

り
ま
す
。
更
新
対
象
の
方
に
は
、
更
新

申
請
書
等
に
つ
い
て
個
別
に
お
送
り
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
５
月
上
旬

頃
ま
で
に
届
か
な
い
場
合
は
豊
岡
健
康

福
祉
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
更
新
手
続
き
に
つ
い
て

▼
対
象
者　

８
月
１
日
以
降
も
引
き
続

き
医
療
受
給
者
証
の
交
付
を
希
望
さ

れ
る
、
８
月
１
日
時
点
で
満
20
歳
未

満
の
方
。（
一
定
の
医
学
的
基
準
を

満
た
す
方
が
引
き
続
き
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
主
治
医
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
）

▼
受
付
期
間　

５
月
１
日
（
金
）
～

　

６
月
30
日
（
火
）

▼
提
出
時
に
必
要
な
書
類　

①
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

更
新
交
付
申
請
書

②
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
意
見
書

（
医
師
の
記
載
に
よ
る
こ
と
）

③
成
長
ホ
ル
モ
ン
治
療
用
意
見
書
（
対

象
者
の
み
。
医
師
の
記
載
に
よ
る
こ

と
）

④
所
得
を
証
す
る
書
類

⑤
世
帯
全
員
の
住
民
票

⑥
患
者
本
人
の
健
康
保
険
証
の
原
本
及

び
写
し

⑦
印
鑑

⑧
身
体
障
害
者
手
帳
も
し
く
は
療
養
手

帳
の
原
本
及
び
写
し

⑨
重
症
患
者
認
定
申
請
書
（
重
症
申
請

さ
れ
る
方
の
み
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
１
０
０
１
㈹

平成 21 年産水稲共済
単位当たり共済金額

最高額   ２２０円
（前年最高額は 217 円）

その他の選択できる金額
１９８円、１７６円
１５４円、１３２円
１１０円　　　　　
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－あなたの暮らしを応援します－
　私ども但馬ダイエー警備保障㈲は、皆さまのより良い暮らしのために様々なサービスを低価格
にてご提供致しております。
　ご好評頂いております「買い物代行サービス（代行料１回８００円～）」の他に、「蛍光灯、電
球の交換」「網戸、外の窓洗い」「網戸、障子の張り替え」「家具の配置換え」「墓掃除」「粗大ゴ
ミのゴミステーションまでの運搬」「草抜き、草刈り機を使用した草刈り」「台所、換気扇掃除」「ト
イレ掃除」「浴室掃除、カビ取り」「簡単な補修作業」「外出の付き添い」などがあります。でき
る限りのことを致しますので、気軽にご相談ください。ご自宅までお伺いし、ご説明します。
◆お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障㈲　生活サポートシステム　℡（０７９６）８２ ‐ ２８９６

【広告】

「
こ
こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く
り
５
０
０
人

委
員
会
」
第
11
期
生
募
集

　
〝
こ
こ
ろ
豊
か
な
美
し
い
兵
庫
〟
の

実
現
に
向
け
て
、
次
代
を
担
う
青
少
年

の
育
成
活
動
や
魅
力
あ
る
地
域
づ
く

り
活
動
の
担
い
手
と
な
る
人
た
ち
の

「
学
習
と
交
流
の
場
」
と
し
て
第
11
期

５
０
０
人
委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

2
年
間
の
研
修
で
は
、
多
く
の
方
の

体
験
や
人
生
観
に
ふ
れ
、
自
ら
も
主
体

的
に
学
習
す
る
こ
と
に
よ
り
、
委
員
一

人
ひ
と
り
が
豊
か
な
感
性
を
磨
き
、
創

造
力
や
実
践
力
を
よ
り
高
め
、
地
域
や

団
体
で
青
少
年
育
成
活
動
や
地
域
づ
く

り
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
参
画
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
募
集
人
員

　

但
馬
地
域
で
お
お
む
ね
40
人

▼
募
集
対
象

・
但
馬
地
域
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在
学

の
人

・
お
お
む
ね
20
歳
以
上
の
人

・
地
域
や
団
体
で
青
少
年
育
成
活
動
や

地
域
づ
く
り
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
動
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
今
後

そ
れ
ら
の
活
動
に
参
画
す
る
意
欲
を

持
つ
人

▼
研
修
期
間　

平
成
21
年
６
月
～
平
成

23
年
３
月

▼
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、教
材
費
・

食
費
・
交
通
費
等
は
別
途
必
要
）

▼
募
集
期
間　

　

平
成
21
年
４
月
１
日
（
水
）
～

　

５
月
22
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ　

但
馬
青
少
年
本
部

（
但
馬
県
民
局
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
４
８

第
４
回
新
温
泉
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

▼
と
き　

５
月
10
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～

※
雨
天
の
場
合
は
５
月
17
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
山
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
他

▼
参
加
資
格　

町
内
在
住
で
、
住
民
票

を
有
す
る
方
（
学
生
は
除
く
）

※
町
内
在
勤
で
町
外
に
お
住
ま
い
の
方

は
２
名
ま
で
出
場
可

▼
チ
ー
ム
編
成　

40
歳
以
上
が
常
時
出

場
す
る
こ
と

※
女
性
は
年
齢
に
関
係
な
く
出
場
で
き

ま
す

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム　

２
千
円

　
　
　
　
　
　
（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

▼
募
集
期
限　

５
月
1
日
（
金
）

　

午
後
５
時
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ

　

新
温
泉
町
体
育
協
会
事
務
局

　
（
浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
５
１
２

平
成
21
年
度
調
理
師
試
験

▼
願
書
受
付
期
間　

５
月
11
日
（
月
）

～
18
日
（
月
）

▼
試
験
日
時　

７
月
12
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～

▼
試
験
会
場　

県
立
豊
岡
高
等
学
校

▼
願
書
の
配
布

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
お
よ
び
新
温

泉
町
役
場
、
温
泉
総
合
支
所

▼
問
い
合
わ
せ

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
６
４

試　

験

募　

集




